
(1)秋 冷号 令和 5年 10月 21日

か
ん
な
が
ら

神
様
の
お
働
き
の
中
に
は
、

「見
て
下
さ
る
」

「聞
い
て
下

さ
る
」

「知

っ
て
下
さ
る
」
の

三

つ
の
お
働
き
が
有
り
ま
す
。

私
達

の
行
い
、
行
動
を
全
て
神

様
は
見
て
下
さ
る
。

私
達

の
悩
み
や
苦
し
み
や
願
い

事
を
全
て
聞
い
て
下
さ
る
。

私
達

の
考
え
や
悩
み
、
そ
し
て

私
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
を
全

長

菊

池

重

敏

て
知

っ
て
下
さ
ろ
　^
レ
ニ
〓ア
‐
お
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子
供
は
母
親
や
父
親
に
■
え
な

が
ら
育
ち
ま
す
。
全
て
を
「

つ

て
い
る
大
き
な
親
の
愛
・〓・・・だ

包

ま
れ
て
、
安
心
し
て
生
活
し
、

成
長
し
て
い
く
事
が
出
来
る
の

で
す
。

神
様
は
人
間
を
は
じ
め
宇
宙

の

全
て
の
物
を
作
ら
れ
た
宇
宙

の

親
で
す
。
神
様
は
、
永
遠
に
私

達
を
見
守

っ
て
く
れ
ま
す
、

神
様
が
見
て
い
る
と
思
う
か
ら
、

悪
い
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
神
様
が
見
て
い
る
と
思

う
か
ら
、
他
人
が
見
て
い
よ
う

が
見
て
な
か
ろ
う
が
善

い
行
い

を
す
る
事
が
出
来
る
の
で
す
。

神
様
が
見
て
下
さ
る
、
私
達

の

声
を
聞
い
て
下
さ
る
、
何
で
も

知

つ
て
下
さ
る
と
思
う
か
ら
、

私
達
は
安
心
し
て
生
活
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

こ
の
神
様
の
お
働
き
は
、
人
間

関
係
に
お
い
て
も
大
切
な
事
に

成
り
ま
す
。

私
達
は
、　
一
人
で
生
き
て
行
く

に
は
寂
し
い
の
で
す
。
常
に
誰

か
に
自
分
を
見
て
も
ら
い
た
い
、

話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
、
自

分
の
存
在
を
知

っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
も
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
人
の
上
に
立

つ
、
人
を
使

う
立
場
に
あ
る
人
は
、

「見
る

。

聞
く

・
知
る
」
を
し

つ
か
り
出

来
な
け
れ
ば
、
良

い
指
導
者
に

は
成
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
組
織

の
長
に
成
る
人

は
、
組
織

の
部
下
達

の
事
を
良

く
知
ら
な
け
れ
ば
成
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
見
え
る
範
囲
、
聞
こ
え

る
範
囲
だ
け
で
部
下
を
評
価
し

て

、ヽ
て
は
、
一刊
断
を
誤

つ
て
し

ま
う
一手
も
有
り
ま
す
〓
影
と
な

り

工
台
と
成

っ
て
、

一
所
懸
命

働

、ヽ
て
く
れ
る
人
達
が
評
価
さ

れ
な
け
れ
ば
、
部
下
達
は
不
平

ス
満
が

つ
の
っ
て
し
ま
い
ま
す
●

反
面
、
隅
々
の
人
達
ま
で
気
を

配
る
事
が
出
来
れ
ば
、
自
分
達

の
事
も
分
か

っ
て
く
れ
て
い
る

と
喜
び
、
陰
ひ
な
た
無
く
、
働

い
て
く
れ
ま
す
。

見
て
く
れ
る
、
聞
い
て
く
れ
る
、

す
べ
て
承
知
し
て
く
れ
て
い
る

と
思
え
ば
、
そ
の
人
の
為
に

一

所
懸
命
尽
く
そ
う
と
し
ま
す
。

神
様
の
お
働
き
同
様
に

「見
る

。

聞
く

。
知
る
」
を
し
つ
か
り
行
っ

て
い
け
る
良
き
指
導
者
に
は
、

人
は

つ
い
て
来
ま
す
ｃ

対
人
関
係
に
お
い
て
、

「自
分

を
見
て
く
れ
な
い
、
話
を
聞
い

て
く
れ
な
い
、
理
解
し
て
く
れ

な
い
」
と
い
う
不
満
か
ら
悩
み

苦
し

み́
が
た
一ま
れ
て
来
ま

丁
。

神
道
は
、
古
く
は

「惟
神

（
か

ん
な
が
ら
）
」
と
言
い
ま
す
。

な
が
ら
は

「昔
な
が
ら
」
と
か

一生
ま
れ
な
が
ら
」
と
同
じ
意

味
で
、
同
じ
状
態
に
あ
る
事
を

意
味
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、

「
か
ん
な
が
ら
」

と
は
、
　
一神
様

の
御
心
と
同
じ

く
生
き
ね
」
と
言
う
事
で
す
。

そ
れ
が
神
道

の
教
え
で
す
。

私
た
ち
も
神
様

の
お
働
き
で
あ

る

「
見
る

。
聞
く

。
知
る
」
を

見
習

っ
て
分
け
隔
て
な
く
平
等

に
周
囲
を
見
る
事
が
出
来
、
声

を
聞
く
事
が
出
来
れ
ば
、
本
物

を
知
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
成

り
ま
す
。

周
り
の
人
達
に
、
幸
せ
と
安
心

と
生
き
が
い
を
与
え
て
行
け
る

よ
う
に
、
正
し
く
見
る
、
正
し

く
間
く
、
正
し
く
知
る
事
を
心

掛
け
た
い
も
の
で
す
。

管

惟

神
に
生
キ
C

る
L

明

治

天

皇

御

製

と
も
す
れ
ば
あ
ら
ぬ
方
に
と
ふ
み
よ
よ
ひ

教

へ
が
た
き
は
人
の
こ
な
り

た
だ
し
く
も
お
ひ
し
げ
ら
せ
よ
教

革

を
と
こ
を
み
な
の
道
を
わ
か
ら
て
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令和 5年 10月 21日 秋冷号  (2)

第
二
十

一
期
第
三
回
大
会
議

第

四
十

六

回
総

代
会

開

催

今
年
の
神
道
大
教
院
総
代
会
並

び
に
神
道
大
教
大
会
議
が
去
る

七
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
の

両
日
に
亘
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
総
代
会
議
事
録
署
名
員
に

橋
村
美
樹
師

・
湯
上
弘
通
師
、

大
会
議
議
事
録
署
名
員
に
和
国

直
樹
師

・
堤
龍

一
郎
師
を
推
薦

し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
議
報
告

並
び
に
承
認
事
項
】

Ｈ
責
任
役
員
指
名
承
認
の
件

国
令
和
四
年
度
本
局

。
大
教

院
概
況
報
告

の
件

口
令
和
四
年
度
大
教
院
決
算

並
び
に
令
和
五
年
度
予
算

承
認
の
件

四
令
和
四
年
度
神
道
大
教
本

局
決
算
並
び
に
特
別
会
計

決
算
承
認
の
件

国
会
計
監
査
承
認
の
件

因
そ
の
他

【
議
　
題
】

Ｈ
令
和
五
年
支
神
道
大
教
本

局
予
算

（筆
）
並
び
に
特
別

会
計
予
算

（案
）
審
議
の

件
国
令
和
五
年
責
神
道
大
教
行

事
計
画

（〓
）
の
件

口
創
立
百
五

「
年
記
念
大
祭

及
び
記
念
一手
業
の
件

四
教
令
第
五
　
五
号

（案
）

承
認
の
件

○
報
告
並
び
に
ｆ
認
事
項
目
か

ら
因
に

つ
い
て
、

国
の
責
任
役

員
指
名
承
認
の
■
に
お
い
て
は
、

大 会 議 員

管
長
よ
り
岡
本
忠
宣
師
の
体
調

不
良
に
伴
い
役
員
辞
任
の
申
し

出
が
あ
り
、
任
期
途
中
で
は
あ
つ

た
が
六
月
末
を
以
て
責
任
役
員

を
辞
任
す
る
事
を
受
理
し
た
事

を
説
明
し
ま
し
た
。
後
任
の
責

任
役
員
に

つ
い
て
は
、
堤
龍

一

郎
師
を
推
薦
さ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
因

の
件
に

つ
い

て
、
前
回
よ
り
継
続
審
議
と
な
っ

て
い
た
月
極
駐
車
場
と

コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
併
用
運
営
案
に

つ

い
て
管
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、

再
検
討
の
結
果
、
実
際
に
出
入

庫

の
際
に
不
便
で
あ
る
事
が
想

定
さ
れ
、
更
に
良

い
案
を
模
索

す
る
為
に
今
回
の
大
会
議
で
は

併
用
案
に

つ
い
て
辞
退
さ
せ
て

戴
く
事
と
し
、
今
後
も
駐
車
場

運
営
に

つ
い
て
は
継
続
審
議
し大 会 議

て
ゆ
く
事
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
題
い
か
ら
国

の
件
に

つ
い

て
、
日

の
創
立
百
五
十
年
記
念

大
祭
及
び
記
念
事
業
の
件
で
は
、

大
祭

の
日
時
に

つ
い
て
、
令
和

六
年
十
月
二
十
日
十
三
時
に
霊

殿
祭
、
翌
日
二
十

一
日
十
時
に

記
念
大
祭
、
そ
の
後
記
念
式
典

を
十
二
時
に
行
う
案
を
説
明
し
、

記
念
事
業

の
推
進
方
法
に

つ
い

て
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
神
道
大
教
院
総
代
会
報
告

並
び
に
承
認
事
項
】

Ｈ
令
和
中
一年
度
大
教
院
概
況

報
告

（
件

国
令
和
〓
手
度
大
教
院
収
支

決
算
三
告
の
件

日
創
立
百
五
十
年
記
念
大
祭

の
件

大会議終了奉告 冨田議長に合わせ拝礼

【協
議
事
項
】

Ｈ
令
和
五
年
度
神
道
大
教
院

予
算

（案
）
審
議

の
件

国
令
和
五
年
度
神
道
大
教
院

行
事
計
画

（案
）

の
件

○
報
告
並
び
に
承
認
事
項
、
協

議
事
項
に

つ
い
て
、
総
代
会
出

席
者

の
賛
成
を
以

っ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

総  代総 代 会

神 道 の 友

｀ ,

讐



(3)秋冷号 友の道神 令和 5年 10月 21日

令
和
五
年
度
神
道
学
院
夏
季
研

修
会
が
人
月
二
十
二
日
か
ら
二

十
八
日
迄

の
七
日
間
、
本
局
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
、
菊
池
管
長
、
長

元
程
典
長
、
堤

・
冨
田

。
大
熊

各
典
礼
、
菊
池
主
事

の
六
人
に

よ

っ
て
講
義

・
祭
式
作
法
が
教

授
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
同
様
、

研
修
期
間
は
朝
八
時
よ
り
受
講

生
全
員
に
て
朝
拝
と
国
旗
掲
揚

を
行
い
、
午
前
九
時
よ
り
九
十

分
の
講
座
を
二
講
座
、
午
後
か

ら
祭
式
作
法
が
四
時
間
に
亘
り

教
授
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
五
時

集合写真

Ｓ
一一一一一一一一ヽ一ヽ一ヽ一ヽ一ヽ

一ヽ
一一ヽヽ
一ヽヽ

神
道
学
院
夏
季
研
修
之

二
十
分
よ
り
夕
拝

・
国
旗
降
納

・

掃
除
を
行
い
、
午
後
六
時
三
十

分
に

一
日
の
研
修
を
修
了
と
い

う
過
密
な
日
程
で
あ
り
ま
し
た

が
、
受
講
生

の
学
ぶ
意
欲
に
満

ち
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
，。
最

終
日
に
は
、
受
講
生
全
員
で
終

了
奉
告
祭
を
行
い
、
修
得
の
成

果
を
神
前
に
捧
げ
ま
し
た
。

続
い
て
閉
講
式
で
は
菊
池
管
長

よ
り
終
了
証
が
授
与
さ
れ
、
受

講
生
を
代
表
し
て
葵
拡
夢
師
よ

り
答
辞
が
述
べ
ら
れ
、
教
歌
奉

唱
の
後
、
閉
講
式
を
終
了
し
ま

し
た
。

長元嵯典長の祭式講義

【
研
修
会
御
厚
志

の
御
礼
】

今
回
の
研
修
に
も
、
役
員

・
教

師
大
勢
の
方

々
よ
り
賛
助
の
金

一
封
や
数

々
の
差
入
れ
を
賜
り
、

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
無
事
に
終

了
出
来
ま
し
た
事
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

一
〓

イ
議

職■
冨田典礼の大祓講義祭式講義

受講生集合写真 終了奉告祭 斎主祝詞奏上   終了奉告祭 献饉の儀

本
国
令
和
五
年
度
神
道
大
教
神

道
学
院
夏
季
研
修
会
を
無
事
終

了
す
る
事
が
出
来
、
先
生
方
御

指
導
戴
き
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。
研
修
生
の
皆
様
も

一
週

間
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

こ

の
何
年
間
か
夏
季
研
修
会
が
夏

の
風
物
詩

の
様
に
、
毎
年
大
変

で
は
あ
り
ま
す
が
少
し
だ
け
楽

し
み
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

自
分
な
り
に
昨
年
理
解
で
き
な

か

つ
た
事
が
今
年
は
少
し
だ
け

前
に
進
め
た
か
な
と
思
え
る
事

が
と
て
も
多
い
研
修
会
で
し
た
。

菊
池
管
長
、
長
元
確
典
長
諸
先

生
方

の
思
い
を
私
達
は
そ
れ
ぞ

れ
の
お
官
に
持
ち
帰
り
ま

っ
す

ぐ
な
心
を
持

っ
た
神
職
を
目
指

し
て
行
き
た
い
と
努
力
研
鑽
致

し
ま
す
。
今
後
と
も
御
指
導
御

鞭
撻
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
五
年
八
月
二
十
八
日

研
修
生
代
表
　
葵
拡
夢

餞
沐
×
影

■

．

・―



秋冷号  (4)即和 5年 10月 21日 神 道 の 友

上段左から回學院大學松本

久史教授、扶桑教宍野管長、

神習教芳村管長、賞行教柴

田管長、御嶽教北川管長、

下段左から黒住教黒住教主

神道人教菊池管長、

三笠官彬子女王殿下

三笠官彬子女王殿下を囲んでの昼食会

教
派
神
道
連
合
会
は
、
六
月
八

日
、
九
日
に
東
京
都
渋
谷
区
の

國
學
院
大
學
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
、

教
派
連
加
盟
十
二
教
派
の
教
師

。

信
者
ら
の
相
互
交
流
と
資
質
向

上
を
目
的
に
し
た

「神
道
講
座
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

「祓
と
信

仰
」
を
テ
ー

マ
に
、
参
加
者
は

そ
の
歴
史
や
意
義
に

つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

つ の
会

菊
池
管
長
先
生
に
於
か
れ
ま
し

て
は
、
本
年
七
月
八
日
を
も
ち

ま
し
て
、
七
十
二一・卜
「古
希
」
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
若
森
正
道
先
生

・
菊
地
元

宏
先
生

・
堤
龍

．
郎

。
大
熊
満

両
部
長

・
菊
池
重
忠
主
事
、
そ

し
て
小
生
の
六
名
が
発
起
人
と

な
り
、
七
月
二
―
六
日
午
後
五

時
二
十
分
よ
り
、
西
麻
布

の

「鉄
板
焼
燦
純

一
に
て

「管
長

先
生
の
古
希
を
視
う
会
」
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
会
に
は
神
道

大
教
大
会
議
員
、́　
神
道
大
教
院

総
代
、
平
素
月
■
祭
で
御
奉
仕
、

参
列
戴

い
て
い
■
近
郊
の
方
な

ど
、
十
四
名
が

二
席
さ
れ
、
日

頃
管
長
先
生
の
■
康
管
理
は
元

よ
り
、
先
生
が

一京
の
折
、
留

守
と
な
る
札
幌

、
幡
宮
を
お
護

り
戴

い
て
い
る
―
夫
人
の

「
ゆ

か
り
様
」
も
北
海
道
よ
り
お
招

き
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
美
味

し
い
肉
料
理
と

以
み
放
題
と
言

う
事
も
あ
り
、
一
〓長
先
生
を
中

心
に
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
ま
た
記
念
品
と
し
て
、

出
席

の
皆
様
よ
り

「
ホ
テ
ル
の

ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
宿
泊
」
と

「商
品
券
」
を
贈
呈
さ
せ
て
戴

き
ま
し
た
。
最
後
に
は
管
長
先

生
御
夫
妻
よ
り
御
礼
の
御
言
葉

と
、
参
加
者
全
員
に
特
注
の
高

級
ペ
ン
の
返
礼
品
を
賜
り
ま
し

た
。
管
長
先
生
御
夫
妻

の
今
後

益

々
の
御
活
躍
と
御
健
康
を
お

祈
り
し
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（長
元
詳
泰
）

出
席
者
…
菊
池
重
敏
、
菊
池
ゆ

か
り
、
長
元
祥
泰
、
菊
地
元
宏
、

堤
龍

一
郎
、
吉
良
祝
人
、
湯
上

弘
通
、
若
森
正
仁
、
永
井
栄
子
、

宮
内
康
、
小
泉
輝
人
、
有
馬
純

雄
、
大
熊
満
、
菊
池
重
忠

（敬
称
略
）

管長先生へ記念品を贈呈する永井栄子師

】伊
豆
修
善
寺
あ
さ
ば
』

邸
内
社
秋
季
大
祭
斎
行

静
岡
県
の
伊
豆
修
善
寺
に
あ
る

日
本
屈
指
の
名
旅
館

『
あ
さ
ば
』

は
温
泉
宿
と
し
て
三
百
五
十
有

余
年
の
歴
史
を
誇
り
、
平
成
三

十
年
の
増
築

・
修
繕
大
事
業
以

降
も
少
し
ず

つ
改
良
を
重
ね
、

お
客
様
の
為
に
よ
り
心
地
良

い

空
間
の
中
で
寛
げ
る
様
に
と
邁

進
さ
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
を
重

ん
じ
な
が
ら
、
し
か
も

一
見
気

付
か
な
い
様
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

を
重
ね
て
行
く
、
そ
の
穏
や
か

な
進
化
を
見
守
る
様
に
大
神
様

が
邸
内
社
に
お
祀
り
さ
れ
て
い

ま
す
。
御
社
の
移
築
に
よ
る
遷

座
祭
が
行
わ
れ
た
日
を
記
念
日

と
定
め
、
平
成
二
十
年
よ
り
六

回
日
と
な

っ
た
令
和
五
年
九
月

十
九
日
は
同
一の
心
地
良

い
快
晴

に
恵
ま
れ
、
老
舗
旅
館

『
あ
さ

ば
』
に
お
い
て
、
菊
池
管
長
斎

主

の
元
に
軒
内
社
大
祭
が
厳
粛

に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

続

い
て
能
争
台
、
各
所
の
神
前

祭
や
清
祓
い
を
行
い
、　
こ
の
日

南
井
町
会
夏
休
み

ラ
ジ
オ
体
操

の
祭
典
を
恙
無
く
執
り
納
め
ま

し
た
。
御
当
主
を
始
め
御
家
族

や
従
業
員
皆
様
の
御
健
勝
、
そ

し
て
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
旅
館

の
幾
久
し
き
発
展
繁
栄
を
心
か

ら
御
祈
り
致
し
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
地
元
南
竿
町
会

の

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
が
、
七
月

二
十
四
日
～
二
十
九
日
ま
で
境

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前

六
時
半
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
全
国

放
送
に
合
わ
せ
、
大
勢

の
地
元

子
供
達
や
住
民
が
早
朝
よ
り
集

ま
り
、
連
日
元
気
は

つ
ら

つ
心

地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。夏休みラジオ体操

患
鸞
Ｖ

晰舞
1鰹■; .薙
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(5)秋 冷号 友の道神 令和 5年 10月 21日

癸
鰊
覺
瞼

【基
本
的
性
格
】

温
厚
な
性
格
で
意
志
が
強
く
、

真
面
日
で
仕
事
熱
心
、
研
究
心

も
旺
盛
な
人
白
土
星
生
ま
れ
ｃ

何
で
も
丁
寧
か

つ
器
用
に
こ
な

す
実
直
型
で
す
。

外
見
は
ソ
フ
ト
な
印
象
で
す
が
、

内
面
は
か
な
り
頑
固
で
融
通
の

き
か
な
い
面
も
。
プ
ラ
イ
ド
が

高
く
て
我
も
強
く
、
好
き
嫌

い

も
は

つ
き
り
し
て
い
ま
す
。
若

く
し
て
出
世
で
き
る
素
質
を
持
っ

て
は
い
て
も
、
強
気

の
姿
勢
も

ほ
ど
ほ
ど
に
し
な

い
と
運
勢
に

も
支
障
が
で
る
で
し
よ
う
。

金
銭
面
で
は
、
几
帳
面
で
節
約

型
。
度
が
過
ぎ
て
ケ
チ
に
走
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し

て
下
さ
い
。

ま
た
、
女
性
は
面
倒
見
が
良
く
、

家
庭
的
な
人
柄
に
も
か
か
わ
ら

ず
勝
気
と
猜
疑
心
が
災
い
し
て

良
縁

の
機
を
逃
す
こ
と
も
。
柔

軟
さ
を
も

つ
て
、
人
と
の
和
を

大
切
に
す
れ
ば
、
実
り
多

い
人

生
を
歩
め
ま
す
。

【
仕
事

の
特
徴
】

勤
勉
で
努
力
家

の
人
白
土
星
の

人
は
、
根
気
や
実
直
さ
が
求
め

ら
れ
る
仕
事
に
適
し
て
い
ま
す
。

あ
ま
り
器
用
さ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ど
の
よ
う
な
分
野
の
職
業

で
も
、
自
分
の
仕
事
に
対
し
て

真
面
目
に
取
り
組
み
ま
す
か
ら
、

そ
の
意
欲
が
認
め
ら
れ
て
、
先

輩
や
上
司
に
引
き
立
て
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

と
く
に
、
中
年
期
か
ら
は
、
長

年
培

つ
た
実
力
が
発
揮
で
き
、

頭
角
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
次
第

に
実
績
が
評
価
さ
れ
、
社
会
的

に
も
安
定
し
て
い
く
大
器
晩
成

型
で
す
。

た
だ
し
、
人
づ
き
あ
い
が
苦
手

で
頑
固
な
面
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

対
人
関
係
で
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ

る
こ
と
も
。
我
を
張
り
す
ぎ
な

い
よ
う
に
心
が
け
て
下
さ

い

人
白
土
星
の
人
の
適
職
は
、
建

築
家
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

旅
館
業
、
ペ
ン
シ
ヨ
ン
オ
ー
ナ
ー
、

ホ
テ
ル
マ
ン
、
レ
ス
ト
ラ
ン

・

菓
子
屋
経
営
、
不
動
産
業
、
教

師
、
技
師
、
経
理
士
、
税
理
士
、

宗
教
家
、
陶
芸
家
な
ど
で
す

【恋
愛

の
特
徴

】

素
朴
で
地
味
な
印
象
そ
の
ま
ま
、

や
さ
し
さ
や
情
熱
を
心
の
う
ち

に
開
じ
込
め
て
し
ま
う
タ
イ
ア

で
す
。

心
情
を
表
に
出
せ
ず
、
恋
に
恋

し
て
し
ま
う
傾
向
も
あ
り
ま
す
。

恋
愛
に
は
慎
重
で
、　
一
日
惚
れ

や
情
熱
的
な
恋
と
は
縁
が
な
く
、

交
際
す
る
き

っ
か
け
作
り
や
愛

情
表
現
も
上
手
で
は
あ
り
ま
せ

ん
ｃ　
で
す
か
ら
、
好
感
を
持

っ

た
相
手
と
時
間
を
か
け
て
、
少

し
ず

つ
じ

つ
く
り
と
理
解
を
深

め
あ

つ
て
い
く
よ
う
な
恋
愛
が

理
想
的
で
す
。

ま
た
、
恋
愛
で
は
か
な
り
奥
手

気
味

の
人
白
土
星
生
ま
れ
は
、

考
え
方
も
古
風
な
せ
い
か
、
適

齢
期
で
見
合
い
結
婚
す
る
パ
タ
ー

ン
が
多

い
で
し
ょ
う
。

反
面
、　
一
度
好
き
に
な
る
と

一

気
に
燃
え
上
が
り
、
相
手
を
独

占
し
、
嫉
妬
深
い
性
格
に
変
身

す
る
こ
と
も
。

結
婚
後
は
、
男
性
は
家
庭
を
大

切
に
す
る
良
き
夫
、
良
き
父
親

に
な
り
ま
す
。
女
性
は
、
専
業

主
婦
と
し
て
家
庭
を
守
る
と
、

運
気
が
開
け
ま
す
。

『
知

つ
て
お
き
た
い
幸
せ
に

な
れ
る
九
星
気
学
入
門
』

（株
式
会
社

神
宮
館

発
行
）

よ
り
転
載

著
者

大
教

暦
作
家

正
　
井
上
象
英

西暦五七八年創業 社寺建築

繭麗10120‐ 054‐73電

検索ヽ

⑪)金湾導組
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有隕会社
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令和 5年 10月 21日 神 道 の 友 秋冷号  (6)

創
立
百
五
十
年
記
念
事
業

奉

賛

者

御

芳

名

七
月

一
日
～
九
月
二
十
日

（申
込
順
・
敬
祢
り

伍

萬

円

也

　

堀

川

秀

夫

四
萬
四
肝
円
也

　

鎌

田

光

彦

参
萬
六
粁
円
也

　

遠
一膝
倭
文
子

参
拾
萬
円
也

　

寺
田
勢
鶴
子

寺

田

将

二

弐
萬
六
肝
円
也

　

寺
田
勢
鶴
子

四
萬
四
附
円
也

　

新

海

研

次

参
　
萬
　
円

　

荒
浪
仁

一
郎

弐
萬
四
附
円
也

　

嶋

影

憲

三

参
萬
人
肝
円
也

　

小

畑

教

子

参

萬

円

也

　

小

畑

加

苗

伍
百
萬
円
也

　

國

井

高

子

参

萬

円

也

　

永

瀬

幸

子

壱
拾
萬
円
也

　

白

井

光

一

参

萬

円

也

　

太
　
田

久

壱
拾
四
菖
円
也

　

木

村

剛

正

壱
拾
萬
円
也

　

木

村

孝

子

参
萬
参
肝
円
也
　
　
一二
宅
真
理
子

弐
萬
七
肝
円
也

　

木

村

剛

生

伍
萬
四
一肝
円
也

　

湯

上

弘

通

伍

萬

円

也

　

多

田

悦

子

参
言
一人
肝
円
也

　

山

川

信

利

参
萬
人
附
円
也

　

島

田

圭

子

弐
萬
四
肝
円
也

　

〈
「
　
村
　
滋

弐
高
六
肝
円
也
　
　
臼

井

正

人

参
高
六
肝
円
也

　

辻
本

ス
マ
子

弐
高
四
肝
円
也

　

寺
嶋
日
登
美

弐
高
四
肝
円
也
　
　
日

向

敦

子

壱
拾
萬
円
也

　

井

上

象

英

六
高
四
陪
円
也

　

佐

藤

照

美

伍

萬

円

也

　

古

市

文

江

伍

萬

円

也

　

天

野

衆

王

参
薫
伍
け
円
也

　

千

葉

佳

彦

弐
百
萬
円
也

　

天

聖

神

社

こ
の
度
は
教
帥
・
信
た
の
皆
様
よ
り
多

大
な
る
御
奉
賛
を
賜
ス

厚
く
御
礼
申

し
上
げ
専
瓦

尚
、
掲
載
金
額
は
特
志

を
含
ん
だ
総
額
と
な
っ
て
お
り
ま
瓦奉賛者國井高子先生と管長

教

場

長

各

位

神
社
長

・
教
会
長
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
神
道
大
教
の
諸
行
事
に
対
し
ま
し
て
、
御
理
解
、
御
協
力

を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
五
年
五
月
に
御
依
頼
し
て
お
り
ま
し
た
教
場

（神
社

・
教
会
）
紹
介
記
事
に
つ
き
ま
し

て
締
切
り
期
日
が
近
く
な

っ
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
御
案
内
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

今
回
の
記
念
誌
は
、
立
教
百
五
十
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
神
道
大
教
の
歩
み

。
歴
代
管
長
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト

・
四
大
信
条
要
義

・
國
學
院
大
學
教
授
の
寄
稿
等
の
掲
載
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

百
年
記
念
誌
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
、　
一
部
の
教
場

。
活
動
記
事
し
か
掲
載
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
の
記
念
誌
で
は
、
所
属
教
場

（神
社

・
教
会
）
全
て
の
写
真
と
活
動
を
掲
載
致
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
教
場
の
写
真
と
簡
単
な
由
緒
を
お
送
り
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
致

し
ま
す
。

記
念
誌
の
記
載
に
よ
つ
て
貴
神
社

・
教
会
の
墜
史
が
末
永
く
記
録
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
御
協
力
下

さ
い
ま
す
様
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
十
。

◎
記
載
内
容

①
教
場
名
　
②
御
祭
神
名
　
③
現
在
教
場
長
氏
名
　
④
創
立
時
期
　
⑤
初
代

（歴
代
）
教
場
長
名

⑥
鎮
座
地
　
⑦
電
話
番
号

・
フ
ア
ツ
ク
ス
番
号

（記
載
希
望
者
の
み
）

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

写
真
は
神
社

・
教
会
の
外
観
や
御
神
前
、
祭
典
風
景
等
。

神
道
大
教
の
歴
史
を
物
語
る
様
な
写
真
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
あ
わ
せ
て
お
寄
せ
下
さ
い
。
想
い
出

の
紙
面
に
て
御
紹
介
致
し
ま
す
。

尚
、
寄
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
掲
載
内
容
記
入
用
紙

（五
月
送
付
済
み
）
御
確
認
の
上
メ
ー
ル
も
し
く

は
郵
送
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
ま
た
写
真
は
デ
ー
タ
に
て
お
送
り
戴
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

お
送
り
戴
き
ま
し
た
写
真
は
お
返
し
致
し
ま
す
。

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
す
「
ｏ
ｏ
∽〓
ユ
ｏ
ご
いご

，
ｏ
認

神
道
大
教
創
立
百
五
十
年
記
念
誌

教
場

（神
社

・
教
会
）
御
紹
介
記
事
の
お
願
い



(7)秋冷号 神 道 の 友 令和 5年 10月 21日

管
長
の
動
向

（対
外
行
事

・
事
務
局
）

七
　
月
　
二
十
四
日
～
二
十
九
日

南
竿
町
会
夏
休
み
子
供
ラ
ジ
オ
体
操
開
催
（大
教
院
境
下
）

二
十
五
日
　
責
任
役
員
会
開
催

二
十
六
日
　
神
道
大
教
院
総
代
会
開
催

管
長
先
生
の
古
希
を
祝
う
会
開
催

二
十
七
日
　
神
道
大
教
大
会
議
開
催

人
　
月
　
一　
　
日
　
月
首
祭

十
　
三
日
　
四
本
木
稲
荷
神
社
月
次
祭

（管
長

・
菊
池
キ
事
奉
仕
）

十
　
五
日

中
旬
祭

二
十

一
日
　
月
次
祭

二
十
二
日
～
二
十
人
日
　
神
道
学
院
夏
季
研
修
会
開
催

九

月

十 十 十 十 九 一

口目日目

一
日

三
日

五
日

九
日

二
　
十
日

二
十

一
日

十

月
　
一　
　
日

八
　
　
日

十
　
一
日

十

三
日

十

五
日

一
　

　

ヽ

―

コ

↓
―
　
―プ
Ｆ匡

一
一　
十
日

二
十

一
日

月
首
祭

南
算
町
会
秋
祭
り

教
・派
神
措
精
天
只
本理
事
会
出
一席

（管
長

・
大
熊
部
三
Ｃ

四
本
木
稲
纏
徊属
‐‐位
月
次
祭

全
官三
↑́
給
監
。
大
熊
事
二（三二
一）

中
旬
祭

伊
一塁
巾

「修
善
寺
あ
さ
ば
」
邸
内
社
大
祭
斎
行

（管
長

。
大
熊
部
長
芸
二
一）

百
五
十
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
開
催

（第
六
回
）

月
次
祭

・
秋
分
霊
祭
斎
行

月
首
祭

「閉
丸
昌
」
豊
洲
市
場
大
祭
斎
行

（管
長

・
大
熊
部
長
奉
仕
）

』県
中
神
社
設
立
九
十
年
記
念
大
祭
斎
行
　
岐
阜
市

（管
長

・
総
監

ｔ
堤
部
長
奉
仁
）

教
派
神
培
堡
天
只
本理
事
会
出
席
　
本
局
弥
栄
殿

（管
長

。
大
熊
部
長
）

命
の
重
さ
を
考
え
る
Ｌ

公
開
講
演
会

（教
派
連
主
催
）

於
大
教
院

四
本
木
稲
荷
神
社
秋
季
大
祭
斎
行

（管
長

・
総
監

・
菊
池
主
事
奉
仁
）

中
旬
祭

有
栖
川
官

・
高
松
宮
展
墓

（管
長

。
大
熊
部
長
参
拝
）

秋
季
大
祭
準
備

・
習
礼

秋
季
大
祭
斎
行

【教
師
補
名
】

（
）
補
　
権
訓
導

北
海
道

。
札
幌
人
幡
宮

（属
）

伊
藤
琢
磨

（令
和
五
年
人
月
二
十
人
日
付
）

Ｃ
補
　
権
訓
導

東
京
都

…
日
ヽ
神
社

（属
）

品
川
順
子

（令
和
五
年
人
月
二
十
八
日
付
）

【
教
師
昇
級
】

Ｃ
補
　
大
講
義

山
形

・
三
山
宮

（長
）

宮
田
博
正

（令
和
五
年
人
月
二
日
付
）

○
補
　
中
講
義

神
奈
川

・
直
属

綴
綴
司

（令
和
五
年
人
月
二
十
八
日
付
）

○
補
　
権
中
講
義

東
京

・
直
属

葵
拡
夢

（令
和
五
年
人
月
二
十
八
日
付
）

○
補
　
権
少
講
義

栃
木

・
出
雲
神
社

（長
）

山
田
顕
義

（令
和
五
年
八
月
二
十
人
日
付
）

○
補
　
訓
導

千
葉

・
直
属

金
井
正

（令
和
五
年
八
月
二
十
八
日
付
）

○
補
　
訓
導

千
葉

・
直
属

橘
俊
郎
　
一

（令
和
三
年
人
月
二
十
八
日
付
）

【
帰
幽
報
告
】

次
の
先
生
の
帰
幽
の
報
に
接
し

生
前

の
御
奉
仕
、
御
活
躍
を
称

え
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
こ

３

今
和

五
年
七
月
二
十
三
日
帰
幽

岐
阜

。
桃
太
郎
神
社

（属
）

少
講
義
　
川
治
晴
広
師

３
令
和
五
年
人
月
十
八
日
帰
幽

愛
媛

。
木
野
山
中
教
会

（長
）

権
中
講
義
　
野
田
智
子
師

（敬
称
略
）

※
令
和
五
年
九
月
二
十
日
現
在

【
お
詫
び
と
訂
正
】

令
和
五
年
七
月
二
十

一
日
盛
夏

号

の
掲
載
に
て
誤
り
が
ご
ざ

い

ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

三
項

一
段
目

（誤
）
長
元
嵯
典
長

（正
）
緩
級
典
儀

四
項

一
段
目

（誤
）
幡
州
自
山
神
社

（正
）
播
州
自
山
神
社

四
項
四
段
日

（誤
）
典
儀

。
長
元
祥
泰
稽
典
長

（
正
）
副
斎
主

・
長
元
祥
泰
稽
典
長

典
儀

・
緩
頴
司

住
所

代宗宮
表教城
役法県
員人仙

ヱヘ
¬国

堀神 市

…道若
川 大林

禾教 区
/ν

あ河
夫 か原

つ町
き一
イ山 |

ヱ、」一
ロ ハ

分 |

教十
会 九

信 宗年 り五宗
者令教 十 ま月教
そ和法 二 し十法
の五人月 た 日人宗
他年法三の開 _.教

利 十第十 で催神 法
害月 四一

｀
の道 人

関二十 日こ責大解
係 十 四迄 の任教散
人一条 に事役 あ公
各 国第

｀
に員 か告

位  二意つ会つ
項 見いの き
の をて議仙
規 申異決 台
定 し議 に分
に述 の よ教
よべ あ り会
りて る解

L
広 下方散 は
告 さはす

｀

しい ｀
る令

ま
°
令事和

す  禾日に :五°
 五 な年



秋冷号  (8)友の道神令和 5年 10月 21日

扇森稲荷神社の御神

春季大祭 斎主奉仕の管長

五
月
十
九
日
、
菊
池
管
長
先
生

に
訪
間
戴
き
ま
し
た
。

管
長
先
生
に
於
か
れ
ま
し
て
は

何
度
日
の
訪
間
で
し
ょ
う
か
？

小
生
が
記
憶
し
て
い
る
最
初
は

平
成
八
年
、
父
で
も
あ
る
先
代

淳
宮
司
の
時
で
す
。

神
道
大
教
扇
森
稲
荷
神
社
は
昭

和
十
六
年
初
代
の

「長
元
力
子
」

が
御
神
勅
を
戴
き
、
大
分
県
竹

田
市
に
鎮
座
す
る

「扇
森
稲
荷

神
社
」
の
御
分
霊
を
奉
斎
し
た

事
に
始
ま
り
ま
す
ｃ
昭
和
二
十

八
年
に
は

「宗
教
法
人
神
道
大

教
扇
森
稲
荷
直
方
小
教
会
」
と

な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十

一
年

二
祖
母
の
力
子

が
逝
去
し
、
父
が
二
代
目
の
教

会
長
に
就
任
。
平
成
八
年

「平

成

の
御
遷
座
」
を
行
い
、
名
称

も

「宗
教
法
人
坤
道
大
教
扇
森

稲
荷
神
社
」
に
改
称
し
、
十
月

二
十
四
日
は
記
念
大
祭
を
斎
行

菊
池
管
長
の
教
場
訪
問

致
し
ま
し
た
。

そ
の
際
に
当
時

の

「神
道
大
教

典
礼
」
と
し
て
御
奉
仕
戴
き
ま

し
た
。

そ
の
後
も
何
度
も
お
越
し
戴

い

て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
四
月
父
が
逝
去

し
、
葬
儀
で
斎
主
を
お
務
め
戴

き
ま
し
た
。

第
十
三
代
管
長
就
任
後
は
、
母

豊
子
の
葬
儀
で
も
斎
主
を
お
務

め
戴
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は

小
生
が
服
忌
中
の
為
、
当
社
の

「春
季
大
祭
」
も
斎
主
と
し
て

御
奉
仕
戴
き
ま
し
た
。
管
長
先

生
自
ら
が

一
教
場
の
斎
主
を
お

く

長元官司祝賀会 管長祝辞

務
め
戴
き
、
大
変
恐
縮
し
た
次

第
で
す
。

ま
た
平
成
二
十
年
に
開
催
致
し

ま
し
た
小
生
の

「大
教
正
拝
受

・

礼
典
長
就
任
祝
賀
会
」
や
令
和

三
年
に
斎
行
し
た

「御
鎮
座
人

十
年
記
念
大
祭
」
で
は
主
賓
と

し
て
お
越
し
戴
き
、
祝
辞
を
賜

り
ま
し
た
ｃ

そ
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る

「神
道
大
教
九
州
教
区
研
修
会
」

で
は

「管
長
講
話
」
や
祭
式

の

御
指
導
も
載
い
て
お
り
ま
す
。

何
度
も
訪
門
戴
い
て
お
り
、
本

当
に
有
難
い
限
り
で
す
。

本
局
よ
り
色

々
な
先
生
方

ヘ

左か ら長元官司、管長

勒 鍼

「管
長
訪
問
」
の
依
頼
を
さ
せ

て
戴
く
の
で
す
が
、
皆
様
恐
縮

し
て
お
断
り
な
さ

い
ま
す
。
し

か
し
管
長
先
生
自
ら
が
、
皆
様

の
教
場
の
大
神
様

へ

「額
ず
き

お
参
り
」
を
な
さ
る
事
は
有
難

い
事
だ
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
か

遠
慮
な
さ
ら
な

い
様
に
お
願
い

致
し
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
は
小
生
が
執
筆

致
し
ま
し
た
の
で
、
平
素
と
は

違
う

「菊
池
管
長
の
教
場
訪
問
」

と
な
り
ま
し
た
事
を
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
　

（長
元
詳
泰
）


